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人 文 学 報
北西ヨーロッパ諸国 - オランダ,イギリス,フランス- が海外に積極的に進出しはじめる
と,先行 して領域を拡大 した南西ヨ-ロッパと東ヨーロッパの諸国は,経済的により発展 した
後発の諸国によってむしろ間接的に搾取されるようになるとマウォヴィストは考えた3)｡











































































場所である｣20)｡ この ｢新世界と呼ばれる土地｣は東 ･西インドのいずれを指すのか唆昧であ
るが21),多くの研究者はこの箇所がアメリカ大陸を念頭において書かれたものと推測 してい
る22)｡
















































述 している｡ ｢イギ リスのエリザベス女王の治世に, フランシス ･ドレークFranciscus
Dracusが航海を試み,1580年に帰還 した｡また,彼に続いて, トマス ･キャヴェンディシュ












































































人 文 学 報
なった｡それはおのずと共和国の東部地域に新たなカトリック布教の前線を築くことを意味し
た｡ポーランドにイエズス会が導入された1564年,あるイエズス会士はヴィルノ司教に対 し
て,ポーランドこそは ｢北インド｣となりうると力説 している53)｡ ピョ- トル ･スカルガも
また,1573年に ｢われわれは東インドも西インドも必要としない｡ リトアニアと北方の地こ






























冒 (obronapotoczna)が組織された58)｡この方針は続 くアレクサンデル (在位1501-1506年),
ジグムント1世 (在位1506 1548年)の治世期にも継承されたが,軍を常駐させるための財源の
確保は容易ではなく,資金が不足するたびに辺境地域の兵力は激減 した 59)｡ようやくジグム








































































































4.ウクライナ植民諭の系譜 (2)- 軍事 ･農業植民論
ポーランド語で書かれた近世のウクライナ植民論のなかで,最も独創的で体系的な議論を展




























































のポルスカ ･ニジナに赴 くであろう｡ そしてそこで,より誠実に,より満ち足りて,より喜ば
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人 文 学 報
Dutkiewicz,MarianH.Serejski,HelenaWiQCkowska,Warszawa1961,S.2151263.
1831年にワルシャワで公刊されたこの著作は,19世紀中にさらに2版を重ね (1845･1855年,出



































17) Bolesねw OIszewic子,"Geografiapolskaw okresieOdrodzenia',W:Odrodzeniew












































































47) Tazbir,Szlachtaahonhwistadorzy,S.19-20;Stanisとaw Bednarski,Upadeh i





50) ｢新世界｣は,17世紀初めまで,かならず Lもアメリカ大陸を指すとは限 らず, インド亜大























































77) 前掲拙稿,12-13頁,および拙稿 ｢16世紀のポーランドにおけるテオクラシー的国家観 - ス
タニスワフ･オジェホフスキの晩年の著作をめぐって-｣,『史林』,77-3(1994年),12-13,
15貢を参照｡





















































増加を一挙に解決する方策として新大陸への植民が提唱されている｡ リチャー ド･-クルー ト











wielkich plan6w politycznych",W:0PolscesiedeTmaStOWiecZneJ.Problemy i
sprawy,Warszawa1966,S.164-200.
109) Tazbir,SzlachtaahonhwistadoT･Zy,S.87,
110) HenrykLitwin,NaptywszlachtypolshiejnaUkraine1569-1648,Warszawa2000.
111) Ibid.,S,66167,1601161.
112) Ibid.,S.121-122.
113) Ibid.,S.1561159.
114) Ibid.,S.162.
115) グラボフスキは,ポルスカ･ニジナの騎士層に吸収することによってコサックも統制できると
考えていた｡Grabowski,PolshaNi乏na,S.57.しかし,これは彼のウクライナ植民論全体
のなかでは,副次的な論点に過ぎない｡
〔本稿は,平成12年度科学研究費基盤研究 (C)(2)による研究成果の山部である｡ また,研究を
進めるうえで,京都大学人文科学研究所共同研究 ｢空間と移動の社会史｣(1998-2000年度,班長 :前
川和也)における諸報告 ･討論から多くの示唆をえた｡〕
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